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1. 2025年3月期の連結業績（2024年4月1日～2025年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期 10,693 3.4 386 77.7 397 71.4 298 ―

2024年3月期 10,344 △3.5 217 △46.1 232 △42.9 △425 ―

（注）包括利益 2025年3月期　　234百万円 （―％） 2024年3月期　　△344百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年3月期 44.42 ― 6.7 4.3 3.6

2024年3月期 △63.38 ― △9.4 2.4 2.1

（参考） 持分法投資損益 2025年3月期 ―百万円 2024年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期 9,427 4,536 48.1 676.17

2024年3月期 8,896 4,302 48.4 641.18

（参考） 自己資本 2025年3月期 4,536百万円 2024年3月期 4,302百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年3月期 471 △674 346 1,252

2024年3月期 △292 △143 △382 1,108

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2025年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 67 22.5 1.5

2026年3月期(予想) ― 0.00 ― 10.00 10.00 18.9

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,875 0.0 △335 ― △330 ― △355 ― △52.90

通期 10,880 1.7 440 13.8 445 11.8 355 19.1 52.90



※ 注記事項

(1) 期中における連結範囲の重要な変更　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料13ページ「３．連結財務諸表及び主な注記　（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期 6,710,000 株 2024年3月期 6,710,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期 319 株 2024年3月期 319 株

③ 期中平均株式数 2025年3月期 6,709,681 株 2024年3月期 6,709,681 株

（参考）個別業績の概要

2025年3月期の個別業績（2024年4月1日～2025年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期 10,016 3.5 356 98.2 394 79.9 297 ―

2024年3月期 9,674 △3.5 179 △50.1 219 △43.1 △432 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期 44.39 ―

2024年3月期 △64.52 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期 9,175 4,472 48.7 666.56

2024年3月期 8,560 4,174 48.8 622.16

（参考） 自己資本 2025年3月期 4,472百万円 2024年3月期 4,174百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況　（４）今後の見通し」をご覧ください。

・当社は、2025年５月23日にアナリスト・機関投資家向け決算説明会を開催する予定です。なお、決算説明動画及び当日使用する決算説明資料は、開催後速
やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度においては、ロシアによるウクライナ侵攻、イスラエルのパレスチナ自治区ガザへの攻撃の長期化

などにより、原材料・エネルギー価格の上昇を要因として世界的な物価高となっております。また、米中の貿易摩擦

の激化、関税問題などにより世界経済の先行きが懸念されるところとなっております。

当業界におきましては、少子化は一層進行しておりますが、対象学年の拡大、サービスの多様化、受講単価の上昇

により市場規模は横ばい状況を保っております。また、業界の将来不安、後継者問題などにより企業の統廃合も進ん

でおります。

このような情勢のもと当社グループにおきましては、

① 新差別化戦略を現場で徹底すること

② 「新iⅮ予備校」を校舎運営の標準モデルとすること

③ 低学年からの“囲い込み”により安定的経営基盤を構築すること

④ 高校部の新しい差別化戦略を確立すること

⑤ ＦＣ部門においては、地域を限定したオーナー募集を行い、効率的なＳＶ活動を行うこと

を経営の柱として取り組んでまいりました。

当連結会計年度の売上高におきましては、将来の売上の基盤となる小学生と中学校低学年の生徒数増を伴いながら、

受講単価の高い受験学年の中３生の生徒数もほぼ順調に推移したため増加いたしました。

営業費用におきましては、賃金のベースアップに伴う人件費の増加、「公開実力テスト」開催によるＴＶＣＭ等の

広告宣伝費の増加、及び既存校舎のエアコン入替工事による事務用消耗品費の増加により全体として増加するところ

となりました。

営業外損益におきましては、大きな変動はありません。

特別損益におきましては、第３四半期において低学年生徒数の状況、市場環境の状況等により将来の収益性を検討

し、当期末をもって11校舎の閉鎖を決定いたしました。それに伴い、店舗閉鎖損失引当金繰入額および減損損失を計

上いたしました。また、第４四半期においても３月入学が不振であった１校舎につき減損損失を計上しております。

その結果、当社グループの当連結会計年度の売上高は10,693百万円（対前年同期比3.4％増）、営業利益は386百万

円（対前年同期比77.7％増）、経常利益は397百万円（対前年同期比71.4％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は

298百万円（前年同期は親会社株主に帰属する当期純損失425百万円）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

なお、当連結会計年度より、前期まで「その他の教育事業」に含めておりました高校生対象のオンライン授業部門

及び「小中学部」に含めておりました自宅学習部門につき、営業管理体制をより強固にするため組織変更を行いまし

た。それに伴い、前期までの高校生対象のオンライン授業部門及び自宅学習部門の実績につきましては、報告セグメ

ントの区分を「高校部」に変更しており、以下の前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区

分に組み替えた数値で比較しております。

（小中学部）

小中学部におきましては、新差別化戦略の現場での浸透を図ってまいりました。結果として、集団部門と講師によ

る個別指導部門におきましては、対前年で生徒数を増加させるところとなっております。また、映像を使った個別授

業部門におきましては、新しい運営方法の標準化を図っており、今期におきましては生徒数は横ばいとなっておりま

す。また、ライブのオンライン授業もさらに拡充し、順調に推移しております。以上により、売上高におきましては、

全体として高単価の中３生を確保できたこと、小学生の生徒数が順調に推移したことにより前年を上回るところとな

っております。営業費用につきましては、教材費の削減があるものの、「公開実力テスト」開催による広告宣伝費の

増加、統一テストシステム更新による保守費用の増加、及び前期までコロナ禍により中止していた夏期合宿を復活し

たことによる運営手数料が発生したことにより、全体として前年を上回るところとなっております。

その結果、小中学部の売上高は9,351百万円（対前年同期比4.3％増）、セグメント利益は1,045百万円（対前年同期

比18.7％増）となりました。
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（高校部）

高校部におきましては、正社員専任教師による少人数での集団授業、高校別クラスの授業を提供してまいりまし

た。また、難関大学の学生講師による質問対応を兼ねた自習室「ＡＳＳＩＳＴ」、正社員教師による「１：１個別指

導」、ライブのオンライン授業も提供し、多様なニーズに対応してまいりました。しかしながら、高３生はほぼ予算

通りに推移したものの、高１生の生徒数が予算を下回ったため、売上高は前年を下回るところとなりました。営業費

用につきましては、校舎維持費用の削減により前年を下回るところとなっております。

その結果、高校部の売上高は1,295百万円（対前年同期比1.9％減）、セグメント利益は82百万円（対前年同期比

20.7％減）となりました。

（その他の教育事業）

その他の教育事業におきましては、ＦＣ部門の総生徒数が減少したことを要因として、売上高は予算を下回るとこ

ろとなっております。

その結果、その他の教育事業の売上高は46百万円（対前年同期比13.4％減）、セグメント利益は29百万円（対前年

同期比26.7％減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて81百万円増加し、1,860百万円となりました。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて451百万円増加し、7,562百万円となりました。これは主として、拠点校２

校舎の移転に伴う建物の取得と改修工事等があったことにより、建物及び構築物、工具、器具及び備品が増加したた

めであります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて530百万円増加し、9,427百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて101百万円減少し、1,786百万円となりました。これは主として、前期末に

おいて未払費用が多かったためであります。前期末における未払費用には、閉鎖校舎の資産除去債務および原状回復

費用、前期末日が休日のため支払いが翌期にずれた社会保険料が多額に計上されておりました。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて397百万円増加し、3,103百万円となりました。これは主として、拠点校舎

移転に伴う建物取得のため長期借入金による資金調達を行ったためであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて296百万円増加し、4,890百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて234百万円増加し、4,536百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の48.4％から48.1％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ143百万円増加

し、1,252百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは471百万円の収入(前年同期292百万円の支出)となり

ました。これは主として、小学生および中学生低学年対象の「公開実力テスト」開催に伴い、テスト受験者の講習参

加、入学へと順調に推移したことにより売上が増加し、営業利益の改善があったためであります。また、授業料の引

落に伴う入金タイミングのずれがなく契約負債の減少はありませんでした。

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは674百万円の支出(前年同期143百万円の支出)となり

ました。これは主として、拠点校舎の移転新設に伴い、建物等の有形固定資産の取得による支出が発生したこと、前

期末閉鎖校舎に係る資産除去債務の履行による支出が増加したためであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは346百万円の収入(前年同期382百万円の支出)となり

ました。これは主として、長期借入金の約定返済があるものの、移転新設した拠点校舎に係る建物建設工事の完成時

金支払いのため、長期借入金による資金調達が発生したためであります。

（４）今後の見通し

当業界におきましては、少子化が一層進んでおりますが、教育サービスを提供する学年の拡大、サービスの多様化、

ＡＩの活用、顧客単価の上昇などにより市場規模は横ばいの状況となっております。一方、大学入試においては、総

合型、学校推薦型選抜による入学者は年々増加しております。また、入試制度も変化しており、それに伴って高校入

試においても出題形式や制度も変化しております。

当社は、こうした変化に新しい差別化戦略を打ち立て対応しております。特に幼児教育、学童保育など小学校低学

年からの生徒の“囲い込み”に注力しております。

こうした状況において当社の年度経営計画は、売上高10,880百万円（対前年同期比1.7％増）、営業利益440百万円

（対前年同期比13.8％増）、経常利益445百万円（対前年同期比11.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益355百

万円（対前年同期比19.1％増）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準に基づき連

結財務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方

針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,149,609 1,300,356

売掛金 153,174 155,711

商品 69,754 53,907

貯蔵品 14,128 14,371

その他 395,871 339,138

貸倒引当金 △3,603 △3,124

流動資産合計 1,778,933 1,860,361

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,816,072 6,884,802

減価償却累計額 △4,949,587 △4,454,461

建物及び構築物（純額） 1,866,485 2,430,340

機械装置及び運搬具 48,924 47,484

減価償却累計額 △41,736 △42,690

機械装置及び運搬具（純額） 7,187 4,794

工具、器具及び備品 729,400 681,304

減価償却累計額 △700,596 △632,522

工具、器具及び備品（純額） 28,803 48,781

土地 3,223,597 3,223,597

リース資産 136,411 70,697

減価償却累計額 △120,448 △41,498

リース資産（純額） 15,962 29,198

有形固定資産合計 5,142,036 5,736,712

無形固定資産

その他 21,874 18,189

無形固定資産合計 21,874 18,189

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,567,975 1,497,317

退職給付に係る資産 306,873 244,123

その他 76,707 70,350

貸倒引当金 △3,985 △4,178

投資その他の資産合計 1,947,572 1,807,614

固定資産合計 7,111,483 7,562,516

繰延資産

社債発行費 5,890 4,386

繰延資産合計 5,890 4,386

資産合計 8,896,307 9,427,264
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 190,000 216,000

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 204,140 182,664

リース債務 67,586 51,730

未払金 525,512 590,111

未払法人税等 72,954 97,970

未払消費税等 79,226 36,592

契約負債 11,666 18,975

賞与引当金 167,848 161,514

店舗閉鎖損失引当金 99,062 97,061

その他 430,375 293,932

流動負債合計 1,888,374 1,786,553

固定負債

社債 120,000 80,000

長期借入金 209,414 662,750

リース債務 71,641 42,399

繰延税金負債 94,564 77,178

退職給付に係る負債 929,719 973,015

資産除去債務 590,325 602,560

長期リース資産減損勘定 35,953 10,712

長期未払金 648,384 648,384

その他 5,819 6,811

固定負債合計 2,705,822 3,103,811

負債合計 4,594,196 4,890,365

純資産の部

株主資本

資本金 2,089,400 2,089,400

資本剰余金 1,835,655 1,835,655

利益剰余金 311,187 609,288

自己株式 △154 △154

株主資本合計 4,236,088 4,534,189

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 66,022 2,709

その他の包括利益累計額合計 66,022 2,709

純資産合計 4,302,110 4,536,898

負債純資産合計 8,896,307 9,427,264
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 10,344,210 10,693,035

売上原価 8,755,756 8,883,911

売上総利益 1,588,453 1,809,123

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 541,202 627,157

貸倒引当金繰入額 3,246 2,984

役員報酬 187,620 186,632

給料及び手当 125,257 127,635

賞与 14,458 15,744

賞与引当金繰入額 7,400 7,417

退職給付費用 8,630 6,966

減価償却費 8,931 4,986

その他 474,017 442,863

販売費及び一般管理費合計 1,370,764 1,422,387

営業利益 217,689 386,736

営業外収益

受取利息 7,028 5,901

受取配当金 2,266 2,228

受取賃貸料 18,756 17,703

その他 10,631 13,763

営業外収益合計 38,681 39,596

営業外費用

支払利息 16,404 13,511

固定資産除却損 287 8,138

その他 7,480 6,781

営業外費用合計 24,172 28,431

経常利益 232,198 397,901

特別利益

固定資産売却益 13,264 -

特別利益合計 13,264 -

特別損失

店舗閉鎖損失 6,740 -

店舗閉鎖損失引当金繰入額 99,062 19,669

減損損失 512,748 17,820

特別損失合計 618,550 37,489

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△373,087 360,411

法人税、住民税及び事業税 55,352 52,743

法人税等調整額 △3,130 9,567

法人税等合計 52,221 62,310

当期純利益又は当期純損失（△） △425,309 298,101

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△425,309 298,101
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △425,309 298,101

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 80,843 △63,313

その他の包括利益合計 80,843 △63,313

包括利益 △344,465 234,787

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △344,465 234,787

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,089,400 1,835,655 803,593 △154 4,728,494

当期変動額

剰余金の配当 △67,096 △67,096

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△425,309 △425,309

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - △492,406 - △492,406

当期末残高 2,089,400 1,835,655 311,187 △154 4,236,088

その他の包括利益累計額

純資産合計退職給付に係る調整累

計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 △14,821 △14,821 4,713,673

当期変動額

剰余金の配当 △67,096

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△425,309

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

80,843 80,843 80,843

当期変動額合計 80,843 80,843 △411,562

当期末残高 66,022 66,022 4,302,110
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,089,400 1,835,655 311,187 △154 4,236,088

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純利益
298,101 298,101

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 298,101 - 298,101

当期末残高 2,089,400 1,835,655 609,288 △154 4,534,189

その他の包括利益累計額

純資産合計退職給付に係る調整累

計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 66,022 66,022 4,302,110

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純利益
298,101

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△63,313 △63,313 △63,313

当期変動額合計 △63,313 △63,313 234,787

当期末残高 2,709 2,709 4,536,898
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△373,087 360,411

減価償却費 193,828 178,458

減損損失 512,748 17,820

貸倒引当金の増減額（△は減少） △175 △285

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,280 △6,334

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,838 35,779

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △1,142 △20,000

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 52,565 △2,000

受取利息及び受取配当金 △9,294 △8,129

支払利息及び社債利息 16,404 13,511

固定資産売却損益（△は益） △13,264 -

売上債権の増減額（△は増加） △27,038 △2,537

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,277 15,603

仕入債務の増減額（△は減少） 23,589 7,367

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,205 △40,174

契約負債の増減額（△は減少） △559,170 7,308

長期前払費用の増減額（△は増加） 18,505 17,507

その他 56,385 △45,479

小計 △128,955 528,826

利息及び配当金の受取額 2,302 2,717

利息の支払額 △16,089 △14,129

店舗閉鎖に伴う支払額 △33,896 △25,430

法人税等の支払額 △116,681 △31,762

法人税等の還付額 392 11,167

営業活動によるキャッシュ・フロー △292,927 471,389

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △47,402 △55,804

定期預金の払戻による収入 40,202 48,603

有形固定資産の取得による支出 △320,246 △700,190

有形固定資産の売却による収入 91,553 -

無形固定資産の取得による支出 △500 48

資産除去債務の履行による支出 △19,644 △77,970

敷金及び保証金の差入による支出 △14,053 △16,598

敷金及び保証金の回収による収入 134,171 134,698

その他 △7,927 △7,148

投資活動によるキャッシュ・フロー △143,847 △674,363
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 400,000 900,000

短期借入金の返済による支出 △500,000 △874,000

長期借入れによる収入 136,000 650,000

長期借入金の返済による支出 △240,596 △218,140

社債の償還による支出 △40,000 △40,000

リース債務の返済による支出 △69,824 △70,267

配当金の支払額 △66,685 △35

その他 △1,370 △1,036

財務活動によるキャッシュ・フロー △382,476 346,520

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △819,251 143,545

現金及び現金同等物の期首残高 1,927,758 1,108,506

現金及び現金同等物の期末残高 1,108,506 1,252,052
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更に関する注記)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に関する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しており

ます。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

及び経営会議が、経営資源の配分の決定及び業績評価をするために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社グループは、本社に全社的な統括を行う管理本部を置き、各事業本部において企画等を立案するととも

に事業活動を展開しております。当社グループは学習指導を行うことを主たる業務として「小中学部」「高校

部」「その他の教育事業」の３つを報告セグメントとしております。

（2）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「小中学部」は小学生から中学生を対象とした集団授業、小学生から高校生を対象とした個別指導、小学生

から高校生を対象としたｉＤ予備校での学習・進学指導及び各講習会の実施、小学生を対象とした学童保育等

による教育サービスの提供を行っております。「高校部」は高校生及び高卒生を対象とし、集団授業、個別指

導による学習・進学指導、各講習会の実施及び高校生対象のオンラインによる教育サービスの提供を行ってお

ります。「その他の教育事業」はＦＣ開発事業を行っております。

（3）報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度より、前期まで「その他の教育事業」に含めておりました高校生対象のオンライン授業部門

及び「小中学部」に含めておりました自宅学習部門につき、営業管理体制をより強固にするため組織変更を行

いました。それに伴い、前期までの高校生対象のオンライン授業部門及び自宅学習部門の実績につきましては、

報告セグメントの区分を「高校部」に変更しております。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方法により作成してお

ります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と

同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及

び振替高は市場実勢価格に基づき、一般的取引条件と同様に決定しております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

（単位：千円）

報告セグメント

小中学部 高校部
その他の
教育事業

計

売上高

集団(黒板を使った集団授業) 5,151,991 1,169,702 ― 6,321,693

ｉＤ(映像を使った個別授業) 943,966 ― ― 943,966

個別(講師による個別指導) 2,857,390 ― ― 2,857,390

その他 16,404 151,220 53,535 221,160

顧客との契約から生じる収益 8,969,752 1,320,922 53,535 10,344,210

外部顧客への売上高 8,969,752 1,320,922 53,535 10,344,210

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 18,033 18,033

計 8,969,752 1,320,922 71,569 10,362,244

セグメント利益 880,551 103,911 40,852 1,025,316

セグメント資産 5,934,444 1,425,477 3,137 7,363,058

その他の項目

減価償却費 149,063 33,594 246 182,905

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

288,120 50,402 47 338,570
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

（単位：千円）

報告セグメント

小中学部 高校部
その他の
教育事業

計

売上高

集団(黒板を使った集団授業) 5,381,686 1,146,142 ― 6,527,828

ｉＤ(映像を使った個別授業) 952,852 ― ― 952,852

個別(講師による個別指導) 2,998,171 ― ― 2,998,171

その他 18,354 149,456 46,370 214,182

顧客との契約から生じる収益 9,351,065 1,295,599 46,370 10,693,035

外部顧客への売上高 9,351,065 1,295,599 46,370 10,693,035

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 15,472 15,472

計 9,351,065 1,295,599 61,843 10,708,507

セグメント利益 1,045,119 82,423 29,938 1,157,481

セグメント資産 6,167,281 1,623,995 1,355 7,792,633

その他の項目

減価償却費 138,824 30,610 171 169,605

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

463,812 327,729 ― 791,541
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 10,362,244 10,708,507

セグメント間取引消去 △18,033 △15,472

連結財務諸表の売上高 10,344,210 10,693,035

(単位：千円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 1,025,316 1,157,481

セグメント間取引消去 25,563 26,748

全社費用(注) △833,190 △797,493

連結財務諸表の営業利益 217,689 386,736

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(単位：千円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 7,363,058 7,792,633

全社資産(注) 1,533,248 1,634,630

連結財務諸表の資産合計 8,896,307 9,427,264

(注) 全社資産は主に、報告セグメントに帰属しない余資運用資金(現金及び預金)、建物及び本社ソフトウェアであ

ります。

(単位：千円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額
連結財務諸表

計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 182,905 169,605 8,931 4,986 191,837 174,591

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

338,570 791,541 185 ― 338,755 791,541

(注) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社の工具、器具及び備品及びソフトウェアの投資額で

あります。
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【関連情報】

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略し

ております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

減損損失 293,947 218,800 ― 512,748

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

減損損失 17,045 ― 774 17,820

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。



㈱秀英予備校（4678） 2025年３月期決算短信

18

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 641円18銭 676円17銭

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

△63円38銭 44円42銭

潜在株式調整後１株当たり当期
純利益については、１株当たり
当期純損失であり、また、潜在
株式が存在しないため記載して
おりません。

潜在株式調整後１株当たり当期
純利益については、潜在株式が
存在しないため記載しておりま
せん。

１.１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）
(千円)

△425,309 298,101

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰属する当期純損
失（△）(千円)

△425,309 298,101

普通株式の期中平均株式数(百株) 67,096 67,096

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


